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追岸文を読む

「青山光二 (1913-)」

長原しのぶ

作
家
太
宰
治
が
「
無
頼
派
」
と
し
て
文
壇
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
奥
野
健
男
の
「
「
無
頼
派
」
の
再
評
価
—
~
宰
・
坂
口
•

織
田
・
田
中
ら
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
日
本
読
売
新
間
」
一
九
五
五
・
―
―
・
ニ
―
)
が
発
表
さ
れ
た
後
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

奥
野
が
「
昭
和
二
十
二
、
三
年
頃
、
無
頼
派
と
い
う
言
葉
が
、
す
で
に
出
来
て
い
た
」
（
「
日
本
文
学
の
戦
後
」
一
九
七
ニ
・

五
読
売
新
聞
社
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
太
宰
に
対
す
る
「
無
頼
」
と
い
う
表
現
は
太
宰
自
身
の
言
葉
も
含
め
（
「
返
事
の
返

事
」
〈
「
東
西
」
一
九
四
六
・
五
〉
）
、
そ
の
死
後
を
前
後
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
そ
ん
な
中
、
太
宰
に
強
固
な
「
無

頼
」
精
神
を
見
出
し
た
一
人
が
青
山
光
二
で
あ
る
。
織
田
作
之
助
と
深
い
親
交
を
持
つ
青
山
は
織
田
と
い
う
存
在
を
通
す
こ

と
に
よ
っ
て
太
宰
に
内
在
す
る
「
純
血
無
頼
派
」
（
「
純
血
無
頼
派
の
生
き
た
時
代
ー
織
田
作
之
助
・
太
宰
治
を
中
心
に
」
ニ

0
0
-
．
九
双
葉
社
）
の
血
を
見
た
の
で
あ
る
。

織
田
と
太
宰
の
共
通
性
に
関
し
て
青
山
は
、
〈
死
〉
と
〈
芸
術
〉
に
着
目
す
る
。
当
時
、
青
山
は
太
宰
の
晩
年
の
様
子
か
ら

「
死
と
隣
り
合
は
せ
で
仕
事
を
し
て
ゐ
た
」
「
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
」
「
お
さ
ん
」
と
近
米
に
は
か
に
仕
事
の
上
に
死
の
蒻
が
濃
」

く
な
っ
た
と
感
じ
取
り
、
「
グ
ッ
ド
・
パ
イ
」
（
「
朝
日
新
間
」
一
九
四
八
•
六
ー
）
連
載
時
に
心
中
し
た
直
後
、
太
宰
の
〈
死
〉

に
対
し
て
「
連
載
か
ら
逃
れ
る
た
め
」
（
「
文
士
風
狂
録
ー
青
伯
i

光
二
が
語
る
昭
和
の
作
家
た
ち
」
二

0
0
五
．
―
二
筑
摩

書
房
）
と
一
応
の
理
由
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
だ
が
後
に
、
そ
の
〈
死
〉
を
改
め
て
冷
静
に
分
析
す
る
こ
と
で
「
太
宰
治
追

悼
特
集
号
」
（
「
文
芸
時
代
」
一
九
四
八
・
八
・
一
）
に
「
白
い
手
」
と
い
う
文
章
を
寄
稿
す
る
。
こ
の
「
白
い
手
」
と
は
「
ほ

と
ん
ど
現
実
に
生
活
し
て
ゐ
る
者
の
手
と
も
思
へ
な
い
」
太
宰
の
「
手
」
を
指
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
織
田
の
「
死
ぬ
し
か

な
い
生
き
方
の
許
容
」
に
通
じ
る
太
宰
の
「
死
へ
の
親
近
感
」
を
同
質
の
も
の
と
し
て
捉
え
た
反
俗
的
実
生
活
の
あ
り
方
が

見
据
え
ら
れ
て
い
る
。
「
白
い
手
」
の
冒
頭
、
「
太
宰
治
の
「
情
死
」
の
「
真
相
」
に
触
れ
た
い
人
は
、
「
雌
に
つ
い
て
」
と
い

ふ
彼
の
初
期
の
文
章
を
読
ま
れ
る
と
よ
い
」
と
語
る
青
山
は
「
雌
に
つ
い
て
」
（
「
若
草
」
一
九
三
六
•
五
）
の
中
に
「
暗
い

苦
し
い
青
春
の
と
も
し
び
」
と
「
暗
い
救
い
」
を
指
摘
し
、
〈
死
〉
に
牽
引
さ
れ
る
中
で
苦
闘
せ
ざ
る
を
得
な
い
太
宰
の
〈
生
〉

の
有
様
を
読
み
取
る
。
こ
の
よ
う
な
太
宰
の
〈
死
〉
の
意
味
か
ら
青
山
は
太
宰
の
作
家
と
し
て
の
類
稀
な
存
在
感
を
感
じ
取

り
、
そ
の
血
肉
化
し
た
〈
芸
術
〉
を
「
無
頼
」
と
い
う
―
つ
の
枠
組
み
で
捉
え
る
の
で
あ
る
。

雑
誌
「
海
風
」
の
同
人
で
あ
っ
た
青
山
は
初
期
太
宰
作
品
か
ら
の
読
者
で
あ
っ
た
が
そ
の
作
品
評
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「
斜

腸
」
（
「
新
潮
」
一
九
四
七
・
七

-I0
)
に
つ
い
て
「
太
宰
の
オ
箪
に
し
て
な
ほ
か
つ
費
族
を
描
か
う
と
す
れ
ば
失
敗
す
る
。
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ど
だ
い
日
本
に
貴
族
な
ん
て
階
級
は
あ
り
は
し
な
い
」
（
「
創
作
月
報
改
造
・
文
学
界
・
新
文
学
」
〈
「
文
芸
時
代
」
九
四

八
•
五
・
一
〉
）
と
設
定
そ
の
も
の
の
非
現
実
性
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
が
管
見
さ
れ
る
。
戦
後
に
な
り
自
身
も
作
家
活
動
を

本
格
化
さ
せ
る
中
で
各
作
品
の
細
か
な
箇
所
に
関
し
て
は
様
々
な
批
評
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
が
、
そ
の
一

方
大
枠
で
時
代
の
中
に
見
据
え
る
作
家
太
宰
治
の
〈
芸
術
〉
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
と
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
い
え
る
。
太

宰
に
見
出
す
〈
芸
術
〉
を
青
山
は
、
「
私
は
人
に
接
す
る
時
で
も
、
心
が
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も
、
か
ら
だ
が
ど
ん
な
に
苦
し

く
て
も
、
ほ
と
ん
ど
必
死
で
、
楽
し
い
雰
囲
気
を
創
る
事
に
努
力
す
る
。
（
中
略
）
小
説
を
書
く
時
も
、
そ
れ
と
同
じ
で
あ

る
。
私
は
、
悲
し
い
時
に
、
か
へ
つ
て
軽
い
楽
し
い
物
語
り
の
創
造
に
努
力
す
る
」
（
「
桜
桃
」
〈
「
世
界
」
一
九
四
八
・
五
〉
）

の
一
文
か
ら
織
田
に
通
じ
る
独
特
の
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
、
含
羞
の
精
神
」
（
「
太
宰
と
織
田
」
〈
「
織
田
作
之
助
選
附
録
第
五
号
」

一
九
四
八
・
六
・
ニ
ニ
〉
）
を
導
き
出
し
、
そ
こ
に
「
無
頼
派
」
の
基
本
的
態
度
を
指
摘
す
る
。
青
山
の
捉
え
る
「
桜
桃
」
に

表
さ
れ
た
太
宰
の
精
神
は
「
虚
構
の
春
」
（
「
文
学
界
」
一
九
三
六
・
七
）
以
降
太
宰
文
学
に
一
貫
し
て
底
流
す
る
「
な
ん
ぢ

ら
断
食
す
る
と
き
、
か
の
偽
善
者
の
ご
と
く
、
悲
し
き
面
容
を
す
な
」
（
マ
タ
イ
伝
六
章
一
六
節
）
の
体
現
で
あ
り
、
太
宰
の

芸
術
家
精
神
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
を
重
視
す
る
形
で
青
山
が
太
宰
作
品
と
そ
の
作
家
姿
勢
に
新
た
な
光
を

刺
し
た
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
そ
の
証
左
の
―
つ
が
志
賀
直
哉
批
評
で
あ
る
「
如
是
我
聞
」
（
「
新
潮
」
一
九
四
八
・
三
•
五

ー
七
）
に
対
す
る
青
山
の
捉
え
方
で
あ
る
。
戦
後
文
学
を
「
田
舎
浪
人
的
」
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
好
み
」
と
切
り
捨
て
、
新
人
の
作

家
姿
勢
と
決
意
に
対
す
る
あ
る
種
の
「
制
約
」
の
中
に
押
し
込
め
ら
れ
た
生
温
さ
を
感
じ
、
「
死
ぬ
気
で
書
か
な
け
れ
ば
、
い

ま
の
時
代
を
切
り
抜
け
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
」
（
「
太
宰
と
織
田
」
一
九
四
八
・
六
・
ニ
ニ
）
と
現
状
を
憂
う
青
山
の
目
に

は
〈
死
〉
を
賭
し
て
〈
芸
術
〉
に
邁
進
し
た
太
宰
の
姿
が
は
っ
き
り
と
映
っ
て
い
た
。
青
山
は
、
「
如
是
我
間
」
を
単
な
る
志

賀
批
判
、
文
壇
批
判
と
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
「
方
法
の
な
い
日
本
の
文
学
に
方
法
の
観
念
を
禅
入
す
べ
き
こ
と
を
強
烈
に

主
張
」
す
る
「
民
主
革
命
」
（
「
敗
戦
と
志
賀
直
哉
」
〈
「
文
学
会
議
」
一
九
四
九
•
四
・
一
〉
）
で
あ
る
と
評
価
し
、
戦
後
の
新

た
な
旗
手
と
な
る
べ
き
―
つ
の
大
き
な
存
在
と
し
て
の
太
宰
に
期
待
と
賞
賛
を
与
え
る
。
こ
こ
に
「
無
頼
派
」
と
し
て
新
た

な
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
太
宰
の
礎
を
築
く
役
割
を
青
山
が
荷
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。


